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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線データ取得デバイスであって、
　無線周波数送受信機と、
　センサ外部接続と、
　受信アナログ／デジタルコンバータ（ＡＤＣ）と、
　前記センサ外部接続に連結された第１の入力、前記無線周波数送受信機のアナログ出力
に連結された第２の入力、および前記受信ＡＤＣに連結された出力を有するアナログ信号
マルチプレクサと、
　前記無線周波数送受信機のアナログ入力に連結された伝送デジタル／アナログコンバー
タ（ＤＡＣ）と、
　それぞれ、前記受信ＡＤＣの出力および前記伝送ＤＡＣの入力に連結されたベースバン
ド信号デコーディングおよびエンコーディング論理と、
　前記ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論理に連結された媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）論理と、
　前記ＭＡＣ論理および複数の外部接続のうちの１つの外部接続に連結された通信インタ
ーフェースと、
　前記無線周波数送受信機、ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論
理、前記ＭＡＣ論理、および前記アナログ信号マルチプレクサの制御入力に連結された状
態機械と、
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　前記状態機械および前記複数の外部接続のうちの別の１つの外部接続に連結された構成
記憶装置と
　を備え、
　前記状態機械は、前記構成記憶装置内に記憶された構成情報を使用して、前記無線周波
数送受信機、ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論理、ならびに前
記ＭＡＣ論理の動作を構成する、無線データ取得デバイス。
【請求項２】
　前記状態機械に連結されたタイマをさらに備えている、請求項１に記載の無線データ取
得デバイス。
【請求項３】
　前記構成記憶装置は、不揮発性メモリ、ワンタイムプログラマブル（ＯＴＰ）メモリ、
および電気的消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）から成る群か
ら選択される、請求項１に記載の無線データ取得デバイス。
【請求項４】
　前記通信インターフェースは、シリアル周辺インターフェース（ＳＰＩ）を備えている
、請求項１に記載の無線データ取得デバイス。
【請求項５】
　前記通信インターフェースは、集積回路間（Ｉ２Ｃ）インターフェース、および汎用非
同期受信機／送信機（ＵＡＲＴ）から成る群から選択される、請求項１に記載の無線デー
タ取得デバイス。
【請求項６】
　前記状態機械は、信号が前記センサ外部接続において検出されると、前記無線周波数送
受信機を低電力スリープモードからウェークアップさせる、請求項１に記載の無線データ
取得デバイス。
【請求項７】
　前記状態機械は、ウェークアップ信号が前記タイマからアサートされると、前記無線周
波数送受信機を低電力スリープモードからウェークアップさせる、請求項２に記載の無線
データ取得デバイス。
【請求項８】
　受信信号強度インジケータアナログ／デジタルコンバータ（ＲＳＳＩ　ＡＤＣ）をさら
に備えている、請求項１に記載の無線データ取得デバイス。
【請求項９】
　前記ＲＳＳＩ　ＡＤＣと別のセンサ外部接続との間に連結された第２のアナログ信号マ
ルチプレクサをさらに備えている、請求項８に記載の無線データ取得デバイス。
【請求項１０】
　構成データが、前記構成記憶装置内に記憶されている、請求項１に記載の無線データ取
得デバイス。
【請求項１１】
　前記構成データは、チャネル周波数、データレート、データ取得周期、識別、およびウ
ェークアップ間隔から成る群のうちの１つ以上から選択される、請求項１０に記載の無線
データ取得デバイス。
【請求項１２】
　中継器機能をさらに備え、前記無線周波数送受信機は、データを受信し、次いで、前記
受信したデータを再伝送する、請求項１に記載の無線データ取得デバイス。
【請求項１３】
　前記複数の外部接続のうちのさらなる別の１つの外部接続に連結された前記状態機械の
割込入力をさらに備え、割込信号が前記状態機械の前記割込入力において受信されると、
前記アナログ信号マルチプレクサは、前記センサ外部接続を前記受信ＡＤＣの入力に連結
し、前記受信ＡＤＣは、前記センサ外部接続からの信号のサンプルをそれを表すデジタル
値に変換し、次いで、前記無線周波数送受信機は、前記デジタル値を伝送する、請求項１
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に記載の無線データ取得デバイス。
【請求項１４】
　無線データ中継器デバイスであって、
　無線周波数送受信機と、
　前記無線周波数送受信機のアナログ出力に連結された受信アナログ／デジタルコンバー
タ（ＡＤＣ）と、
　前記無線周波数送受信機のアナログ入力に連結された伝送デジタル／アナログコンバー
タ（ＤＡＣ）と、
　それぞれ、前記受信ＡＤＣの出力および前記伝送ＤＡＣの入力に連結されたベースバン
ド信号デコーディングおよびエンコーディング論理と、
　前記ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論理に連結された媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）論理と、
　前記ＭＡＣ論理および複数の外部接続のうちの１つの外部接続に連結された通信インタ
ーフェースと、
　前記無線周波数送受信機、ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論
理、前記ＭＡＣ論理、およびアナログ信号マルチプレクサの制御入力に連結された状態機
械と、
　前記状態機械および前記複数の外部接続のうちの別の１つの外部接続に連結された構成
記憶装置と
　を備え、
　前記状態機械は、前記構成記憶装置内に記憶された構成情報を使用して、前記無線周波
数送受信機、ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論理、ならびに前
記ＭＡＣ論理の動作を構成する、無線データ中継器デバイス。
【請求項１５】
　前記構成記憶装置は、不揮発性メモリ、ワンタイムプログラマブル（ＯＴＰ）メモリ、
および電気的消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）から成る群か
ら選択される、請求項１４に記載の無線データ中継器デバイス。
【請求項１６】
　前記状態機械は、データ信号が受信されると、前記無線周波数送受信機を低電力スリー
プモードからウェークアップさせ、次いで、前記無線周波数送受信機は、受信したデータ
信号を再伝送する、請求項１４に記載の無線データ中継器デバイス。
【請求項１７】
　構成データが、前記構成記憶装置内に記憶されている、請求項１４に記載の無線データ
中継器デバイス。
【請求項１８】
　前記構成データは、チャネル周波数、データレート、識別、およびウェークアップ間隔
から成る群のうちの１つ以上から選択される、請求項１７に記載の無線データ中継器デバ
イス。
【請求項１９】
　前記構成情報は、予めプログラムされている、請求項１に記載の無線データ取得デバイ
ス。
【請求項２０】
　前記構成情報は、予めプログラムされている、請求項１４に記載の無線データ中継器デ
バイス。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連特許出願）
　本願は、共有に係る米国仮特許出願第６１／４９２，５３５号（２０１１年６月２日出
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願、Ｍｉｃｈａｅｌ　Ｓｉｍｍｏｎｓ，Ｙｉｆｅｎｇ　Ｙａｎｇ，Ｓｔｅｖｅｎ　Ｒ．Ｂ
ｉｂｌｅ、および、Ｐｅｔｅｒ　Ｓｚｉｌｖｅｓｚｔｅｒ　Ｋｏｖａｃｓ、名称「Ｓｔａ
ｎｄａｌｏｎｅ　Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｈａｖｉ
ｎｇ　Ｄａｔａ　Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓ」）を基礎とする
優先権を主張する。該出願は、あらゆる目的のために参照により本明細書に援用される。
【０００２】
　（技術分野）
　本開示は、無線周波数中継器および無線ノードに関し、より具体的には、独立型無線周
波数無線中継器およびデータ取得ノードに関する。
【背景技術】
【０００３】
　典型的無線ノードは、無線周波数（ＲＦ）送受信機と、ＲＦ送受信機を制御するための
ホストマイクロコントローラユニット（ＭＣＵ）またはプログラマブル論理とを含む。Ｒ
Ｆ送受信機と組み合わせて、ＭＣＵまたはプログラマブル論理を要求することは、素子基
板またはダイスペースを製造するコストを増加させ、ＲＦ送受信機と組み合わせたＭＣＵ
（または、プログラマブル論理）の電力需要の増加のため、バッテリ動作寿命を短縮させ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　必要とされるのは、ＭＣＵを要求せず、独立型中継器または独立型データ取得ノード等
の単純用途のために使用され得る、データ取得能力を有する、安価かつ低電力需要ＲＦ無
線デバイスである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　ある実施形態による、無線データ取得デバイスは、無線周波数送受信機と、センサ外部
接続と、受信アナログ／デジタルコンバータ（ＡＤＣ）と、センサ外部接続に連結された
第１の入力、無線周波数送受信機のアナログ出力に連結された第２の入力、および受信Ａ
ＤＣに連結された出力を有するアナログ信号マルチプレクサと、無線周波数送受信機のア
ナログ入力に連結された伝送デジタル／アナログコンバータ（ＤＡＣ）と、それぞれ、受
信ＡＤＣの出力および伝送ＤＡＣの入力に連結されたベースバンド信号デコーディングお
よびエンコーディング論理と、ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング
論理に連結された媒体アクセス制御（ＭＡＣ）論理と、ＭＡＣ論理および複数の外部接続
のうちの１つに連結された通信インターフェースと、無線周波数送受信機、ベースバンド
信号デコーディングおよびエンコーディング論理、ＭＡＣ論理、およびアナログ信号マル
チプレクサの制御入力に連結された状態機械と、状態機械および複数の外部接続のうちの
別の１つに連結された構成記憶装置とを備え得、状態機械は、構成記憶装置内に記憶され
た構成情報を使用して、無線周波数送受信機、ベースバンド信号デコーディングおよびエ
ンコーディング論理、ならびにＭＡＣ論理の動作を構成する。
【０００６】
　さらなる実施形態によると、タイマが、状態機械に連結され得る。さらなる実施形態に
よると、構成記憶装置は、不揮発性メモリ、ワンタイムプログラマブル（ＯＴＰ）メモリ
、および電気的消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）から成る群
から選択される。さらなる実施形態によると、通信インターフェースは、シリアル周辺イ
ンターフェース（ＳＰＩ）を備えている。さらなる実施形態によると、通信インターフェ
ースは、集積回路間（Ｉ２Ｃ）インターフェース、および汎用非同期受信機／送信機（Ｕ
ＡＲＴ）から成る群から選択される。さらなる実施形態によると、状態機械は、信号が、
センサ外部接続において検出されると、無線周波数送受信機を低電力スリープモードから
ウェークアップさせる。さらなる実施形態によると、状態機械は、ウェークアップ信号が
、タイマからアサートされると、無線周波数送受信機を低電力スリープモードからウェー
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クアップさせる。
【０００７】
　さらなる実施形態によると、受信信号強度インジケータアナログ／デジタルコンバータ
（ＲＳＳＩ　ＡＤＣ）が、提供される。さらなる実施形態によると、ＲＳＳＩ　ＡＤＣと
別のセンサ外部接続との間に接続される、第２のアナログ信号マルチプレクサが、提供さ
れる。さらなる実施形態によると、構成データが、構成記憶装置内に記憶される。さらな
る実施形態によると、構成データは、チャネル周波数、データレート、データ取得周期、
識別、およびウェークアップ間隔から成る群のうちの１つ以上から選択される。さらなる
実施形態によると、中継器機能が、提供され、無線周波数送受信機は、データを受信し、
次いで、受信したデータを再伝送する。
【０００８】
　さらなる実施形態によると、状態機械の割込入力が、複数の外部接続のうちのさらなる
別の１つに連結され、割込信号が、状態機械の割込入力において受信されると、アナログ
信号マルチプレクサは、センサ外部接続を受信ＡＤＣの入力に連結し、受信ＡＤＣは、セ
ンサ外部接続からの信号のサンプルをそれを表すデジタル値に変換し、次いで、無線周波
数送受信機は、デジタル値を伝送する。
【０００９】
　別の実施形態によると、無線データ中継器デバイスは、無線周波数送受信機と、無線周
波数送受信機のアナログ出力に連結された受信アナログ／デジタルコンバータ（ＡＤＣ）
と、無線周波数送受信機のアナログ入力に連結された伝送デジタル／アナログコンバータ
（ＤＡＣ）と、それぞれ、受信ＡＤＣの出力および伝送ＤＡＣの入力に連結されたベース
バンド信号デコーディングおよびエンコーディング論理と、ベースバンド信号デコーディ
ングおよびエンコーディング論理に連結された媒体アクセス制御（ＭＡＣ）論理と、ＭＡ
Ｃ論理および複数の外部接続のうちの１つに連結された通信インターフェースと、無線周
波数送受信機、ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論理、ＭＡＣ論
理、およびアナログ信号マルチプレクサの制御入力に連結された状態機械と、状態機械お
よび複数の外部接続のうちの別の１つに連結された構成記憶装置とを備え得、状態機械は
、構成記憶装置内に記憶された構成情報を使用して、無線周波数送受信機、ベースバンド
信号デコーディングおよびエンコーディング論理、ならびにＭＡＣ論理の動作を構成する
。
【００１０】
　さらなる実施形態によると、構成記憶装置は、不揮発性メモリ、ワンタイムプログラマ
ブル（ＯＴＰ）メモリ、および電気的消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＥ
ＰＲＯＭ）から成る群から選択される。さらなる実施形態によると、状態機械は、データ
信号が、受信されると、無線周波数送受信機を低電力スリープモードからウェークアップ
させ、次いで、無線周波数送受信機は、受信したデータ信号を再伝送する。さらなる実施
形態によると、構成データは、構成記憶装置内に記憶される。さらなる実施形態によると
、構成データは、構成データは、チャネル周波数、データレート、識別、およびウェーク
アップ間隔から成る群のうちの１つ以上から選択される。
　本明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　無線データ取得デバイスであって、
　無線周波数送受信機と、
　センサ外部接続と、
　受信アナログ／デジタルコンバータ（ＡＤＣ）と、
　前記センサ外部接続に連結された第１の入力、前記無線周波数送受信機のアナログ出力
に連結された第２の入力、および前記受信ＡＤＣに連結された出力を有する、アナログ信
号マルチプレクサと、
　前記無線周波数送受信機のアナログ入力に連結された伝送デジタル／アナログコンバー
タ（ＤＡＣ）と、
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　それぞれ、前記受信ＡＤＣの出力および前記伝送ＤＡＣの入力に連結されたベースバン
ド信号デコーディングおよびエンコーディング論理と、
　前記ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論理に連結された媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）論理と、
　前記ＭＡＣ論理および複数の外部接続のうちの１つに連結された通信インターフェース
と、
　前記無線周波数送受信機、ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論
理、前記ＭＡＣ論理、および前記アナログ信号マルチプレクサの制御入力に連結された状
態機械と、
　前記状態機械および前記複数の外部接続のうちの別の１つに連結された構成記憶装置と
　を備え、
　前記状態機械は、前記構成記憶装置内に記憶された構成情報を使用して、前記無線周波
数送受信機、ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論理、ならびに前
記ＭＡＣ論理の動作を構成する、無線データ取得デバイス。
（項目２）
　前記状態機械に連結されたタイマをさらに備えている、項目１に記載の無線データ取得
デバイス。
（項目３）
　前記構成記憶装置は、不揮発性メモリ、ワンタイムプログラマブル（ＯＴＰ）メモリ、
および電気的消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）から成る群か
ら選択される、項目１に記載の無線データ取得デバイス。
（項目４）
　前記通信インターフェースは、シリアル周辺インターフェース（ＳＰＩ）を備えている
、項目１に記載の無線データ取得デバイス。
（項目５）
　前記通信インターフェースは、集積回路間（Ｉ２Ｃ）インターフェース、および汎用非
同期受信機／送信機（ＵＡＲＴ）から成る群から選択される、項目１に記載の無線データ
取得デバイス。
（項目６）
　前記状態機械は、信号が前記センサ外部接続において検出されると、前記無線周波数送
受信機を低電力スリープモードからウェークアップさせる、項目１に記載の無線データ取
得デバイス。
（項目７）
　前記状態機械は、ウェークアップ信号が前記タイマからアサートされると、前記無線周
波数送受信機を低電力スリープモードからウェークアップさせる、項目２に記載の無線デ
ータ取得デバイス。
（項目８）
　受信信号強度インジケータアナログ／デジタルコンバータ（ＲＳＳＩ　ＡＤＣ）をさら
に備えている、項目１に記載の無線データ取得デバイス。
（項目９）
　前記ＲＳＳＩ　ＡＤＣと別のセンサ外部接続との間に連結された第２のアナログ信号マ
ルチプレクサをさらに備えている、項目８に記載の無線データ取得デバイス。
（項目１０）
　構成データが、前記構成記憶装置内に記憶されている、項目１に記載の無線データ取得
デバイス。
（項目１１）
　前記構成データは、チャネル周波数、データレート、データ取得周期、識別、およびウ
ェークアップ間隔から成る群のうちの１つ以上から選択される、項目１０に記載の無線デ
ータ取得デバイス。
（項目１２）
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　中継器機能をさらに備え、前記無線周波数送受信機は、データを受信し、次いで、前記
受信したデータを再伝送する、項目１に記載の無線データ取得デバイス。
（項目１３）
　前記複数の外部接続のうちのさらなる別の１つに連結された前記状態機械の割込入力を
さらに備え、割込信号が前記状態機械の前記割込入力において受信されると、前記アナロ
グ信号マルチプレクサは、前記センサ外部接続を前記受信ＡＤＣの入力に連結し、前記受
信ＡＤＣは、前記センサ外部接続からの信号のサンプルをそれを表すデジタル値に変換し
、次いで、前記無線周波数送受信機は、前記デジタル値を伝送する、項目１に記載の無線
データ取得デバイス。
（項目１４）
　無線データ中継器デバイスであって、
　無線周波数送受信機と、
　前記無線周波数送受信機のアナログ出力に連結された受信アナログ／デジタルコンバー
タ（ＡＤＣ）と、
　前記無線周波数送受信機のアナログ入力に連結された伝送デジタル／アナログコンバー
タ（ＤＡＣ）と、
　それぞれ、前記受信ＡＤＣの出力および前記伝送ＤＡＣの入力に連結されたベースバン
ド信号デコーディングおよびエンコーディング論理と、
　前記ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論理に連結された媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）論理と、
　前記ＭＡＣ論理および複数の外部接続のうちの１つに連結された通信インターフェース
と、
　前記無線周波数送受信機、ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論
理、前記ＭＡＣ論理、およびアナログ信号マルチプレクサの制御入力に連結された状態機
械と、
　前記状態機械および前記複数の外部接続のうちの別の１つに連結された構成記憶装置と
　を備え、
　前記状態機械は、前記構成記憶装置内に記憶された構成情報を使用して、前記無線周波
数送受信機、ベースバンド信号デコーディングおよびエンコーディング論理、ならびに前
記ＭＡＣ論理の動作を構成する、無線データ中継器デバイス。
（項目１５）
　前記構成記憶装置は、不揮発性メモリ、ワンタイムプログラマブル（ＯＴＰ）メモリ、
および電気的消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）から成る群か
ら選択される、項目１４に記載の無線データ中継器デバイス。
（項目１６）
　前記状態機械は、データ信号が受信されると、前記無線周波数送受信機を低電力スリー
プモードからウェークアップさせ、次いで、前記無線周波数送受信機は、受信したデータ
信号を再伝送する、項目１４に記載の無線データ中継器デバイス。
（項目１７）
　構成データが、前記構成記憶装置内に記憶されている、項目１４に記載の無線データ中
継器デバイス。
（項目１８）
　前記構成データは、チャネル周波数、データレート、識別、およびウェークアップ間隔
から成る群のうちの１つ以上から選択される、項目１７に記載の無線データ中継器デバイ
ス。
【００１１】
　本開示のより完全な理解は、付随の図面と関連して検討される、以下の説明を参照する
ことによって、得られ得る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
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【図１】図１は、マイクロコントローラユニット（ＭＣＵ）とともに使用される、典型的
従来技術無線デバイスアーキテクチャの概略ブロック図を図示する。
【図２】図２は、本開示の具体的例示的実施形態による、マイクロコントローラユニット
（ＭＣＵ）を要求しない、独立型無線デバイスアーキテクチャの概略ブロック図を図示す
る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本開示は、種々の修正および代替形態を受けることが可能であるが、その具体的例示的
実施形態が、図面に図示され、本明細書に詳細に説明される。しかしながら、具体的例示
的実施形態の本明細書の説明は、本開示を本明細書に開示される特定の形態に限定される
ことを意図せず、対照的に、本開示は、添付の請求項によって定義されるような全修正お
よび均等物を網羅することを理解されたい。
【００１４】
　マイクロコントローラユニット（ＭＣＵ）は、不揮発性プログラムメモリを有する、ホ
ストマイクロコントローラまたはプログラマブル論理として定義され得る。ＭＣＵのタス
クは、本開示の教示に従って、ＲＦ送受信機論理内に実装される論理の最小追加によって
、引き継がれ得る。ＭＣＵを排除することによって、エネルギー消費は、低下される（例
えば、ＭＣＵは、典型的無線ノードにおける総エネルギーの３０－５０％を消費し得る）
。独立型ＲＦ無線デバイスは、ＭＣＵによって制御されるオーバーヘッドを伴わずに、よ
り高速に動作することができる。これらの要因は全て、バッテリ寿命に利益をもたらす（
例えば、バッテリ寿命は、２倍となり得る）。
【００１５】
　独立型ＲＦ無線デバイスはまた、独立型中継器として使用され、受信したメッセージを
自動転送し、無線ネットワークの範囲を拡張し得、独立型中継器等のコスト考慮型用途で
ある。無線センサネットワーク（ＷＳＮ）のリーフノード、例えば、ＷＳＮ内の最大数の
ノードもまた、コスト考慮型用途である。リーフノードは、周期的に、取得したセンサデ
ータを伝送するために使用される。
【００１６】
　次に、図面を参照すると、具体的例示的実施形態の詳細が、図式的に図示される。図面
中の同一要素は、同一参照番号によって表され、類似要素は、異なる小文字添え字ととも
に同一番号によって表されるであろう。
【００１７】
　図１を参照すると、描写されるのは、マイクロ制御ユニット（ＭＣＵ）とともに使用さ
れる典型的先行技術無線デバイスアーキテクチャの概略ブロック図である。無線デバイス
は、無線周波数送受信機１０２、受信アナログ／デジタルコンバータ（ＡＤＣ）１０４、
受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ＡＤＣ１０６、伝送デジタル／アナログコンバー
タ（ＤＡＣ）１０８、状態機械１１０、ベースバンド（ＢＢ）デコーディング（受信）お
よびエンコーディング（伝送）論理１１２、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）論理１１４、通
信インターフェース１１６、例えば、シリアル周辺インターフェース（ＳＰＩ）および／
または集積回路間（Ｉ２Ｃ）インターフェース、ならびに複数の入力－出力（Ｉ／Ｏ）接
続１１８を備え得る。ＭＣＵ１２０は、Ｉ／Ｏ接続１１８において、送受信機に連結され
、通信インターフェース１１６を通して、それと通信する。ＭＣＵ１２０は、ＭＣＵ１２
０の不揮発性メモリ（図示せず）内に記憶されたプログラムを用いて無線送受信機の動作
を制御する。無線デバイスは、集積回路１２４上に製作され得、ＲＦ送受信機１０２は、
アンテナ１２２に連結される。ＭＣＵ１２０および不揮発性メモリ（図示せず）の使用は
、電力を要求し、したがって、そうでなければ、無線送受信機の動作を拡張するために使
用され得る、バッテリ動作時間を短縮させる。
【００１８】
　次に、図２を参照すると、描写されるのは、本開示の具体的例示的実施形態による、マ
イクロ制御ユニット（ＭＣＵ）を要求しない、独立型無線デバイスアーキテクチャの概略
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ブロック図である。独立型無線デバイスは、無線周波数送受信機１０２、受信アナログ／
デジタルコンバータ（ＡＤＣ）１０４、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ＡＤＣ１
０６、伝送デジタル／アナログコンバータ（ＤＡＣ）１０８、状態機械２１０、ベースバ
ンド（ＢＢ）デコーディング（受信）およびエンコーディング（伝送）論理１１２、媒体
アクセス制御（ＭＡＣ）論理１１４、通信インターフェース１１６、例えば、シリアル周
辺インターフェース（ＳＰＩ）および／または集積回路間（Ｉ２Ｃ）インターフェース、
ならびに複数の入力－出力（Ｉ／Ｏ）接続１１８を備え得る。加えて、アナログマルチプ
レクサ２３８、無ＭＣＵ状態機械２３２、およびタイマ２３４が、無線送受信機の前述の
機能に追加され、ＭＣＵ独立型にし得る。アナログマルチプレクサ２３８は、無ＭＣＵ状
態機械２３２に連結され、それによって制御される、制御入力（図示せず）を有する。構
成記憶装置２３０は、無線送受信機の製造の間または現場で使用されるようにプログラム
され、具体的用途のためにプログラムされ得る。無ＭＣＵ状態機械２３２は、構成記憶装
置２３０内にプログラムされた構成を使用し得る。
【００１９】
　無ＭＣＵ無線送受信機のための構成は、構成記憶装置２３０内に記憶され得、外部接続
１１８、オンチップ不揮発性メモリ（図示せず）等の使用を通した、例えば、限定されな
いが、種々の無線パラメータ、例えば、チャネル周波数、データレート、データ取得周期
、識別、ウェークアップ間隔等であり得る。無ＭＣＵＲＦデバイスは、入力／出力（Ｉ／
Ｏ）接続１１８（ハードウェア構成）、オンチップワンタイムプログラマブル（ＯＴＰ）
メモリ（図示せず）、および／またはＳＰＩ／Ｉ２Ｃ／等の通信マスタ（図示せず）を伴
うオフチップ電気的消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）（図示
せず）のうちの任意の１つ以上を使用し得る。
【００２０】
　外部センサ／変換器／等のデータ取得は、受信および／またはＲＳＳＩ　ＡＤＣ１０４
および／または１０６（中継器用途に要求されない）の一方あるいは両方を用いて行われ
得る。マルチプレクサ２３８を通したＡＤＣ（受信またはＲＳＳＩ　ＡＤＣ）の使用は、
ＲＦ送受信機集積回路の内部の既存のオンチップＡＤＣを用いて、精度および性能を向上
させ、外部接続２３６からのサンプリング能力を追加するであろう。取得されたデータの
伝送が、主要関心であるため、受信ＡＤＣ１０４および／またはＲＳＳＩ　ＡＤＣ１０６
の再利用は、本明細書に説明される無ＭＣＵＲＦ送受信機の用途および動作に対して問題
を提起しないであろう。
【００２１】
　タイマ２３４の機能は、単純または複雑であり得、外部（オフチップ）源からのデータ
取得および無線送受信機からの後続データ伝送の目的のために、周期的に、無ＭＣＵＲＦ
送受信機のオンチップ論理（例えば、状態機械２１０および／または２３２）をウェーク
アップさせる能力を提供する。これは、周期的にサンプリングされ、その値が、ＷＳＮ（
中継器用途に要求されない）にブロードキャストされ得る、温度、圧力、流体レベル等の
測定を取得するために有用である、データ取得の「ポーリング」モードを表す。ＲＦ送受
信機は、概して、外部センサ（アナログまたはデジタル）のサンプリングのためにも使用
され得る、スリープタイマの存在を有する。
【００２２】
　外部ウェークアップ入力（図２には明示的に図示されないが、本明細書において想定さ
れ、無ＭＣＵ状態機械２３２の一部であり得る）は、ウェークアップタイマ２３４に依拠
するのではなく、オフチップ源が、データが取得される準備がでている場合、それを特定
することを可能にするであろう。これは、イベントに基づくデータ取得のために有用であ
る、データ取得の「割込」モードを表し、例えば、ウェークアップし、ドアが開放される
と、データを取得する。
【００２３】
　無ＭＣＵ状態機械２３２は、無線プロトコルに特異的であり得る、所定の一式のステッ
プを行い、例えば、ウェークアップし、次いで、データを取得し、次いで、データをフレ
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、スリープ（低電力モード）に戻る。パケットフォーマットは、ＲＦ送受信機のハードウ
ェア論理において決定され、論理が設計されると、容易に修正されない。
【００２４】
　データ取得インターフェース、例えば、図２に示されるＲＸ　ＡＤＣ１０４は、例えば
、限定されないが、アナログインターフェース（ＡＤＣ）および／またはデジタルインタ
ーフェース（Ｉ２Ｃ、ＳＰＩ、汎用非同期受信機／送信機（ＵＡＲＴ）等）等のオフチッ
プ源への１つ以上の「標準」インターフェースを備え得る。データ取得インターフェース
の制御は、無ＭＣＵ状態機械２３２によって行われ得る。図２に示されるように、既存の
ＡＤＣ（受信ＡＤＣ１０４またはＲＳＳＩ　ＡＤＣ１０６）の再利用が、単に、接続２３
６において、ＡＤＣ１０４または１０６と外部アナログ入力との間にマルチプレクサ２３
８を追加することによって、追加のハードウェアを実装する必要なく、アナログ取得イン
ターフェースを実装するために使用され得る。
【００２５】
　図２に示される独立型無線デバイスは、集積回路ダイ２２４上に製作され、集積回路パ
ッケージ（図示せず）内にパッケージ化され得る。アンテナ１２２は、ＲＦ送受信機１０
２に連結される。
【００２６】
　本開示の実施形態が、描写、説明され、かつ本開示の例示的実施形態を参照することに
よって、定義されるが、そのような参照は、本開示の限定を含意するものではなく、その
ような限定が、暗示されるわけでもない。開示される主題は、本開示の利益を有する当業
者に想起されるであろうように、形態および機能において、多数の修正、改変、および均
等物が可能である。本開示の描写および説明される実施形態は、実施例にすぎず、本開示
の範囲の包括的なものではない。

【図１】 【図２】
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